
官
庁
報
告

別
表放
送
対

象
地
域

送
信
場
所

周
波
数

（
M
H
z ）

空
中
線
電

力
（
Ｗ
）

岩
手
県
九
戸
郡
野
田

村
880

100

品
種

名
称

申
請
者

ア
ミ
ラ
ー

ゼ
Ｊ
Ｐ
Ｂ
Ｌ
011株

を
利

用
し
て
生
産
さ
れ
た

α

ア
ミ
ラ
ー
ゼ

ノ
ボ
ザ
イ
ム

ズ
ジ
ャ
パ
ン

株
式
会
社

令和年月日 火曜日 第号官 報
褒
状公

益
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
附
し
た
の
で
、
令
和
七

年
五
月
二
十
四
日
、
褒
状
を
授
か
っ
た
者
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

く
ら
寿
司
株
式
会
社

Ｈ
．
Ｕ
．
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

エ
バ
グ
リ
ー
ン
廣
甚
株
式
会
社

株
式
会
社
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ

株
式
会
社
平
安
閣

多
摩
化
学
工
業
株
式
会
社

日
本
毛
織
株
式
会
社

株
式
会
社
ナ
ス
タ

福
岡
ア
ル
ミ
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社
カ
プ
コ
ン

株
式
会
社
シ
ャ
イ
ン

株
式
会
社
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス

サ
ロ
ン
・
ド
・
ヴ
ェ
ー
ル
株
式
会
社

協
成
建
設
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社
ジ
ャ
ッ
ク

田
中
産
業
株
式
会
社

宗
教
法
人
成
田
山
新
勝
寺

公
益
財
団
法
人
小
松
育
英
会

株
式
会
社
フ
ジ
ヒ
サ
Ｆ
Ｊ

福
玉
株
式
会
社

追
賞
褒
状

公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
附
し
た
の
で
、
令
和
七

年
五
月
二
十
四
日
、
褒
状
を
授
か
っ
た
者
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

故
山
口
喜
六
遺
族

山
口

勝
子

故
殿
岡
捷
男
遺
族

殿
岡

治
子

故
三
浦
孝
司
遺
族

三
浦

裕
太

褒
章
条
例
第
六
条
に
よ
り
褒
状
を
授
け
る
（
各
通
）

追
賞
賜
杯

公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
附
し
た
の
で
、
令
和
七

年
五
月
二
十
四
日
、
賞
杯
を
授
か
っ
た
者
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

故
片
桐
熙
夫
遺
族

片
桐

真
伯

故
林
文
生
遺
族

林

美
代
子

褒
章
条
例
第
六
条
に
よ
り
木
杯
一
組
台
付
を
授
け
る
（
各

通
）

追
賞
賜
杯

自
ら
進
ん
で
社
会
に
奉
仕
す
る
活
動
に
従
事
し
た
の

で
、
令
和
七
年
五
月
二
十
四
日
、賞
杯
を
授
か
っ
た
者
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

故
日
原
恒
子
遺
族

日
原

昶

褒
章
条
例
第
六
条
に
よ
り
銀
杯
一
個
を
授
け
る

追
賞
賜
杯

公
同
の
事
務
に
勤
勉
し
た
の
で
、
令
和
七
年
五
月
二
十

四
日
、
賞
杯
を
授
か
っ
た
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

故
勝
見
豊
遺
族

勝
見

弘
一

褒
章
条
例
第
六
条
に
よ
り
銀
杯
一
個
を
授
け
る

官
庁
事
項

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る

区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
六
月
十
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
六
月
十
日

東
北
地
方
整
備
局
長

西
村

拓

組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
応
用
飼
料
添
加
物
の
安
全
性
に
関
す

る
確
認
を
受
け
た
飼
料
添
加
物
に
つ
い
て
（
公
表
）

次
に
掲
げ
る
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
応
用
飼
料
添
加
物
に

つ
い
て
は
、
飼
料
及
び
飼
料
添
加
物
の
成
分
規
格
等
に
関

す
る
省
令
（
昭
和
51年
農
林
省
令
第
35号
）
別
表
第
２
の

２
の
規
定
に
基
づ
き
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
応
用
飼
料
添
加

物
の
安
全
性
に
関
す
る
確
認
を
行
っ
た
の
で
、
組
換
え
Ｄ

Ｎ
Ａ
技
術
応
用
飼
料
及
び
飼
料
添
加
物
の
安
全
性
に
関
す

る
確
認
の
手
続
（
平
成
14年
11月
26日
農
林
水
産
省
告
示

第
1780号

）
第
４
条
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

令
和
７
年
６
月
10
日農
林
水
産
大
臣
小
泉
進
次
郎

エ
イ
ベ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

株
式
会
社
エ
フ
ピ
コ

ま
る
か
食
品
株
式
会
社

株
式
会
社
コ
ス
モ
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー

医
療
法
人
社
団
宗
仁
会

阪
南
理
美
容
株
式
会
社

株
式
会
社
ア
イ
工
務
店

シ
フ
ト
プ
ラ
ス
株
式
会
社

株
式
会
社
新
昭
和

中
部
薬
品
株
式
会
社

株
式
会
社
キ
ン
セ
イ
産
業

株
式
会
社
外
林

大
山
株
式
会
社

古
河
電
気
工
業
株
式
会
社

株
式
会
社
畔
蒜
工
務
店

育
良
精
機
株
式
会
社

ケ
ー
ジ
ー
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

鈴
野
化
成
株
式
会
社

株
式
会
社
朝
陽

株
式
会
社
南
山
堂

日
東
製
網
株
式
会
社

株
式
会
社
西
村
製
作
所

渡
邊
工
業
株
式
会
社

日
本
梱
包
資
材
株
式
会
社

株
式
会
社
ア
イ
モ
バ
イ
ル

大
邦
テ
ク
ノ
プ
ラ
ン
ト
株
式
会
社

原
田
工
業
株
式
会
社

褒
章
条
例
第
二
条
に
よ
り
褒
状
を
授
け
る
（
各
通
）

同
一
人
に
属
す
る
他
の
地
上
基
幹
放
送
局
の
放
送
番
組
を

中
継
す
る
方
法
の
み
に
よ
る
放
送
を
行
う
地
上
基
幹
放
送

局
の
免
許
の
申
請
の
受
付
に
関
す
る
公
示

電
波
法
（
昭
和
25年

法
律
第
131号

）
第
６
条
第
８
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
７
年
６
月
10
日

総
務
大
臣
村
上
誠
一
郎

１
受
付
期
間

令
和
７
年
６
月
10日
（
火
）
午
前
８
時
30分
か
ら
同

年
７
月
10日
（
木
）
午
後
５
時
15分
ま
で
（
郵
送
の
場

合
は
期
間
内
必
着
）

２
地
上
基
幹
放
送
に
係
る
放
送
対
象
地
域
及
び
地
上
基

幹
放
送
局
の
無
線
設
備
の
設
置
場
所
（
送
信
場
所
）

別
表
の
と
お
り

３
地
上
基
幹
放
送
の
区
分

超
短
波
放
送
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
を
除
く
。）

４
周
波
数
等

別
表
の
と
お
り

５
申
請
書
の
提
出
場
所
及
び
問
合
せ
先

東
北
総
合
通
信
局

〒
980

8795
仙
台
市
青
葉

区
本
町
三
丁
目
２

23
仙
台
第
２
合
同
庁
舎

放
送
部
放
送
課
電
話
番
号
022

221
0671

東
北
地
方
整
備
局
公
示

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る

区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
七
年
六
月
十
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
七
年
六
月
十
日

東
北
地
方
整
備
局
長

西
村

拓

道

路

の

種

類

一
般
国
道

路

線

名

十
三
号

占
用
を
制
限
す
る
区
域

区

域

備

考

秋
田
県
横
手
市
柳
田
字
持
田
一
五
一
番
か
ら
同
市
大
屋
新
町
字
小
松
原
一
五
四
番
四
ま
で

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を

認
め
ら
れ
た
電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の

敷
地
外
に
直
ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

占
用
を
制
限
す
る
理
由

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

お
け
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
。

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日

令
和
七
年
六
月
十
日

図

面

縦

覧

場

所

東
北
地
方
整
備
局
及
び
同
局
湯
沢
河
川
国
道
事
務
所


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